
  

芦教委第５号議案 
 
 
 
      令和７年度芦屋市教育研究部会研究員の委嘱について 
 
   
  芦屋市立打出教育文化センター研究員を別紙のとおり委嘱する。 
 
 
      令和７年５月８日提出 
 
 
 
                                     芦屋市教育長  野 村  大 祐    
 
 
 
 
提案理由 
 
  芦屋市立打出教育文化センター研究員の任期満了のため、次期研究員を委嘱しよう

とするもの。 
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１ 委嘱する研究員 別紙のとおり 
 
２ 任  期    令和７年５月１４日から令和８年３月３１日まで 
 
３ 根拠法令    芦屋市立打出教育文化センター条例施行規則第３条 
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１．芦屋市運動体育研究会 

(1)研究テーマ 

『かかわり合いを通して積極的に身体を動かす姿勢を育む授業づくり』～体力向上を視野に～ 

(2) 「芦屋市運動体育研究会」研究理由 

芦屋市運動体育研究会では、「子どもの運動技能・体力の向上」を視野に置きながら、そのための授業づくり（グループの意図的

編成や場の設定、ルールの工夫など）や指導のあり方について、互いに授業を公開したり、研究会で集まったりしながら長年に渡り、

議論を重ねている。授業を行うにあたって、運動の得意な子も苦手な子も全員が運動の楽しさに触れ、精一杯体を動かしたり、技やグ

ループの作戦で成功した喜びや失敗した悔しさも含め味わわせたりしたいと考えている。特に運動が嫌いな子や苦手な子が「運動す

ることが少しでも好きになってほしい」「技能を習得してほしい」といった教師の想いも共有しながら進めている。その際、子どもたちの

実態を踏まえ、「人とかかわる」という「社会的行動」面を入り口に授業を構築していくことで、子どもに「今、これを学ばせる必要があ

る」といった必然性が生まれ、それぞれの教師がもつ「この子どもをこう育てたい」という想いを具現化していく授業実践になるものと

考えた。「かかわり合い」を授業づくりのきっかけとすることは、体育の授業への抵抗感を和らげるものと考えられる。また、就学前施設

での育ちを土台にし、小学校でも同じように継続して指導していくことが、体を動かすことが好きな子どもを増やし、結果的に子どもの

体力・技能の向上に直結していると考えている。子どもの育ちをより長い期間で見ていくことが大切という考えに至り、保幼小のつな

がりが充実するように様々な機会を設けている。「体育を通して子どもたちをどう育てていくか」という視点を大切に子どもたち同士の

つながりを軸にした「かかわり合う授業づくり」を行うことで、子どもたちの体力・運動能力の向上にむけた取り組みとなるよう研究を

進めていく。 

 

(3) 「芦屋市運動体育研究会」研究内容 

・各校・小体研会員の交流  ・授業研究会の参加 ・幼稚園との交流 ・講習会の計画・運営 

・体力・運動能力調査の分析 

 

(4)研究計画 

５月 
  
6 月 
7 月 
8 月 
9 月 
10 月 
11 月 
12 月 
1 月〜2 月 

役割分担・取り組みの確認・係ごとの計画作成 

授業研究会① 

授業研究会②（打出浜小） 

授業研究会③（打出浜小） 1 学期のまとめ 

実技研修会   2 学期に向けて 

授業研究会④ 指導案検討も含む 

阪神地区小学校体育研究会芦屋大会（打出浜小） 

兵庫県小学校体育研究会 授業研究会⑤（打出浜小） 

2 学期のまとめ 

授業研究会 研究のまとめ 

(5)研究の成果物として提出するもの 

研究をまとめた冊子  

『芦屋の体育』他 
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２．震災を語り継ぐ研究部会 

 
 

(1)研究テーマ 

『阪神・淡路大震災』これからの語り継ぎ 

～自己の生き方・命のあり方にふれる防災学習をめざして～ 

(2) 「震災を語り継ぐ研究部会」研究理由 

1995 年 1 月 17 日におきた阪神・淡路大震災から 30 年の節目を迎えた。8 名の児童と 6 名の保護者、のち

に入学予定だった 15 名の幼い命を亡くした精道小学校は、その後、追悼式や震災を語り継ぐ取り組み等を同和

人権・防災教育の柱に据え、重点的に取り組んできた。その間、教職員の間でも、その取り組みの継続の是非や必

要性を適宜議論しながらの取り組みであった。自然災害の記録を継承していくことが困難な時期に差しかかるとさ

れる、「災害の語り継ぎ 30 年限界説」に向き合い、「あの日の記憶」や「経験からの学び、気づき」を今後どのよう

に語り継いでいくかが、大きな課題となってくる。その課題を解決するための一助として、本部会の研究を進める。 

(3) 「震災を語り継ぐ研究部会」研究内容 

精道小学校では「阪神・淡路大震災」を学ぶことを通して、児童が自分自身の生き方や命について考えることが

できるような取り組みをめざし、この 30 年間取り組んできた。その取り組みをまとめるとともに、これからの防災教

育を考えることができるきっかけとなるような冊子づくりを目標に、本部会を進めていきたいと考えている。 
【取り組みの具体（予定）】 

・震災当時の児童や保護者、教職員への聞きとり調査。 

・校区内被害の状況を、30 年目の現在の様子と合わせて調査。 

・精道小 30 年間の「追悼式」、「語り継ぐ会」、「祈りを届ける会」の取り組みの内容及び経緯の調査。 

・防災委員会の取り組みまとめ 

・各学年の取り組みのまとめ 

・現在の教職員の震災に対しての思い、葛藤等の交流  

・精道小のこれまでの取り組みについて学ぶ研修会 

・震災・防災学習の具体的な実践の研究 

※精道小以外でも様々な取り組みがなされてきたと思います。芦屋市内学校園全体で震災を語り継ぐ取り組みを

研究していただければと思います。 

(4)研究計画 

5 月 6 月 

 

 

7 月～10 月 

8 月 

11 月 12 月 

1 月（～3 月） 

年間を通して 

役割分担・取り組みの確認・係ごとの計画作成 

過去の取り組みの洗い出し、資料の整理等 

研修会①「精道小震災及び復興担の取り組みの歴史について（仮）」 

資料のまとめ及び調査 

研修会②「震災・防災学習具体的実践に向けて（仮）」 

調査のまとめ（原稿）の作成 

研究のまとめ、校正及び印刷・配布等 

※毎月 1 回の部会会議で方向性の確認、取り組みの交流等 

(5)研究の成果物として提出するもの 

研究をまとめた冊子 『続・祈 

～「語り継ぐ あの日のことを」阪神淡路大震災の取り組みの記録～（仮）』 
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3．若葉の会 
(1)研究テーマ 

「思いや考えを聴き合い、学び合う子どもの育成 

～一人ひとりの学びに寄り添って～」 

(2) 「若葉の会」研究理由 

 学校生活の中で一番多くの時間を過ごしている授業について、研究を深めていく。若手教員として、日々の授業

について、市内の中堅教員やベテラン教員、時には専門家（大学教授等）の授業観を聴き合うことで、授業づくり

のヒントを得たい。また、日々の授業での子どもの学びを深めていきたいと考えている。授業を支える学級経営につ

いても話題とし、月 1 回を目途に若手を中心とした学び合いを進めていきたい。 

 

(3) 「若葉の会」研究内容 

子どもたちの学びを充実させるためにも、学級の雰囲気を温かいものにしていくことが大前提である。年間を通

した学級経営の在り方を交流し、見通しをもって子どもたちを育てていく手だてを学びあっていきたい。その上で、

授業研究を進めていく。 

 

(4)研究計画 

5 月 

 

7 月 

8 月 

9～1 月 

1 月 

1 年間を見通した学級経営について（学級開きについて） 

1 学期の学級経営について（市内の中堅・ベテラン教員との対話） 

1 学期の振り返り 

2 学期の学級経営について（市内の中堅・ベテラン教員との対話） 

一授業による、研究会（講師招聘） 

1 年間のまとめ 

(5)研究の成果物として提出するもの 

・公開授業の指導案集     ・研修会の資料及び、レポート 
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4．芦屋市小中学校音楽教育研究会 
(1)研究テーマ 

主体的に思いや意図をもって表現できる児童生徒の育成をめざして 

(2) 「芦屋市小中学校音楽教育研究会」研究理由 

次期学習指導要領の改訂作業が進んでいる中、改めて学校における音楽教育を進めていく上で大切なことは何か、小

中の垣根を越えて共に考えていきたい。芦屋市の教育指針重点目標にある「確かな学力」の(1)-ウは勿論のこと、「豊

かな心の育成」においても音楽教育がその一端を担うものになると考える。それぞれの児童生徒の発達段階に応じた学

びの深まりに繋がる学習活動を引き続き研究していきたい。 

(3)「芦屋市小中学校音楽教育研究会」研究内容 

①授業研究 

 教科書が小中と順次改訂されており、新たな題材に取り組むことになる。児童生徒がより確かな学力を身につけられる

よう、更なる授業研究が必須と考える。そこで、積極的に互いの授業を公開・参観しあい、様々な意見を共有し合うこと

で、日々の学習指導に生かしていく。 

②研修会の開催 

 日々の授業の工夫改善、より効果的な指導をめざすことが目の前の児童生徒の確かな学力に繋がると考える。よって、

音楽指導の様々な領域に応じて精通した講師を招聘し、指導者の力量を高めることを目的とした研修会を積極的に実

施する。 

(4)研究計画 

5 月 

１学期中 

２学期中 

３学期中 

年間通して(時期未定) 

年間計画の作成・研究の進め方の確認・研修会の内容検討 

講師を招聘して研修会の実施① 

講師を招聘して研修会の実施② 

講師を招聘して研修会の実施③ 

公開授業の参観と事後研究（自主的に実施） 

(5)研究の成果物として提出するもの 

・公開授業の指導案集     ・研修会の資料及び、実践レポート 
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令和7年度　芦屋市教育研究部会名簿

《自主研究部会》 2025.  4.25現在

No 学校名 名前 No 学校名 名前
1 精道小学校 田中　晃斗 9 宮川小学校 森谷　尚史
2 精道小学校 山本　陽介 10 宮川小学校 中窪　勇太
3 岩園小学校 牧　大志 11 打出浜小学校 小出　貴浩
4 岩園小学校 中桐　啓志 12
5 潮見小学校 内藤　剛志 13
6 朝日ケ丘小学校 井上　泰佑 14
7 朝日ケ丘小学校 加島　太成 15
8 朝日ケ丘小学校 植戸　宏行 16

No 学校名 名前 No 学校名 名前
1 精道小学校 井口　知奈美 9 精道小学校 西本　真奈
2 精道小学校 加藤　菜月 10 岩園小学校 高光　愛恵
3 精道小学校 安部　太一郎 11 朝日ケ丘小学校 梁　裕司
4 精道小学校 山本　由夏 12
5 精道小学校 東田　敦子 13
6 精道小学校 田中　美咲 14
7 精道小学校 菅原　淳也 15
8 精道小学校 菅野　恭子 16

No 学校名 名前 No 学校名 名前
1 精道小学校 前川　晶紀 9 潮見小学校 秋田　瑛梨佳
2 潮見小学校 中塚　雄二朗 10 潮見小学校 三浦　知樹
3 潮見小学校 宮原　桃子 11 打出浜小学校 瀬古　紗織
4 潮見小学校 尾崎　史佳 12 打出浜小学校 渡邉　菜摘
5 潮見小学校 曽我　真優 13 山手小学校 宮田　大夢
6 潮見小学校 見月　清華 14
7 潮見小学校 小林　千紘 15
8 潮見小学校 木村　真依 16

No 学校名 名前 No 学校名 名前
1 朝日ケ丘小学校 道前　詠美子 9 精道中学校 早木　彩
2 精道小学校 柴田　由里絵 10 精道中学校 八十　采音
3 岩園小学校 中島　志委菜 11 山手中学校 渡辺　美佳
4 岩園小学校 岡部　歩美 12 山手小学校 伊藤　祐規子
5 潮見小学校 佐野　沙羅 13 浜風小学校 長岡　純子
6 宮川小学校 森　悠香 14
7 打出浜小学校 根来　久子 15
8 潮見中学校 西田　由紀子 16

震災を語り継ぐ研究部会

若葉の会

芦屋市運動体育研究会

芦屋市小中学校音楽教育研究会
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芦屋市教育研究部会運営要領 
 

 
（総則） 
第１条 本会は、芦屋市教育研究部会と称する。 
（目的） 
第２条 本会は、各教科等に関する今日的課題などの研究を行い、芦屋市の教育振興に寄与する

ことを目的とする。 
（所掌事務） 
第３条 本会は、次の各号に掲げる事項を所掌する。 
(1) 教育振興に寄与する調査研究に関すること 
(2) 教育視察、見学等に関すること 
(3) 教育成果の発表に関すること 
(4) 教育資料の収集、整理に関すること 
(5) その他本会の目的の達成に必要な事項に関すること 

（組織） 
第４条  
(1) 本会は、芦屋市立打出教育文化センター所長を代表とし、芦屋市立幼稚園・小学校・中学校 

教職員による研究員をもって組織する。 
 (2) 各研究部会には、担当指導主事を置くことができる。 
（任期） 
第５条 研究員の任期は、委嘱及び任命された日から翌年３月３１日とする。ただし、再任を妨

げない。 
（会議） 
第６条 本会は、全体会、研究報告会、研究部会を行い、各研究部会は原則として年間５回以上

開催するものとする。 
（部の構成） 
第７条 本会は、第２条の目的を遂行するために必要となる研究部会を置く。 
（研究部長の選出） 
第８条 各部会の研究部長は、全体会において選出する。 
（経費について） 
第９条 部会の運営に係る経費について、打出教育文化センターが執行する。 
 
  附則 
この要領は、平成２年１２月１７日から施行する。 
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